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亙．緒　　　　　言

　「学習」について，それを体系的に把握することは，

学間研究として重要であるばかりでなく，その実践にお

いても必要なことと思われる。学間の場合にはその研究

が徐々にあるいは，分化して進むことがゆるされても，

実践の場合にはその総合的把握が日々要求きれるともい

えよう。しかし，その体系的把握には，観点の差異があ

り，ことに主観的な立場からの把握上の差異は大きいと

いえよう。そこで筆者は長年にわたって，その把握を客

観的・科学的に進めることによって，普遍的な把握に少

しでも接近しようと希い，かつ，試みてきている。

　そして，その体系の構造は，その上位（あるいは基本

構造）においては，できるだけ単純・簡潔なものとし

て，下位に至るにしたがって系統的に展開していくよう

なものとしてとらえたい。

　このような観点に立って，筆者は，これまで，その体

系に関してつぎのように把握してきているので，
　（文献1・頁2）
　「学習または教育の全人的目的は，人間（個）の内的な，

遺伝的なもののよりよい発現をはかり，外的な白然的・

杜会的1文化的環境に適応し　（環境順応），または，白

然的。社会的。文化的環境を適応させ（環境改善）な

がら，一個人と環境と適応。調和しながら一自他と

もに幸福な生活を営むことができるための知識や技術や

態度などの諸能力を身につけることである。いいかえれ

ば，そのような人間形成，あるいは，人間の成長・発達

をはかることである。」
　（1・21）

　「学習の方法。機能の根幹は，

　（a）人間が進化の過程において獲得してきている形質

による進化的学習機能

　（b）人間が文化の形成の過程において習得してきてい

る文化的学習機能

　＊　島根大学教育学部技術科研究室

　（C）身心の発達段階および態度などに基盤がおかれる

ものとである。」

　これらと，それらに関係をもつと考えられる，教育に

関しての主要事項にわたっての，一つの最も代表的な把

握の仕方で，かつ，要約的・網羅的に述べられていると

思われる勝田守一他三氏編の岩波小辞典r教育」をはじ

めとする，引用文献に記載のいく冊かの書籍の記述内容

を照合する形でとり出して体系的に大観いたしたい。そ

して，できれぱ，筆者の学習の体系的把握の研究　　普

遍性の基礎づけと，今後の改善・発展一に役立つばか

りでなく，これをお読み戴く方々に何かの参考にして戴

けることを希いたい。

亙亙．本　　　　　論

　緒論で述べたような照合と考察を，学習あるいは教育

の目的，内容，方法の3つの面から試みていくこととい

たしたい。

　A．学習の目的

　筆者の学習の全人的目的を重要な意味自守な要素に区切

って，それと，引用文献の関係事項とを照合すればつぎ

のようである。ただし，これらの事項には，学習の内容

や方法の面を併せもつものがあり，また，後々述べる学

習の内容や方法の項でとりあげる事項の申にも，学習の

目的を含むもがの多い。

　　1．自他ともに幸福な生活ができること

　　　a．生活
　生活を学習（または教育）の目的としてとりあげてい

る事項につぎのようなものがみられる。’
　　　　　　　　　　　　　　（2・45）、
　　　　（1）基本的人権：　「国民が人間的完成をと

げ，また社会的生活をまっとうしていくために，国家と

いえども承認しなければならない自由や権利，信教・言

論などの自由や勝手に逮捕されない自由は，国家権力に

よって禁止されてはならない。一・・勤労したいものに職



34 学　　習　　の

が与えられねばならない勤労の権利や，健康で文化的な

最低限度の生活をする生存権を保障するためには，必要

な国家の活動が要請される。これらの諸権利は，次にあ

げる教育を受ける権利をも含んで社会権と呼ばれ，20世

紀になって，各国の憲法の中にも定着してきている。…

・・基本的人権のための教育の任務が切実であるだけに，

それだけ教育の現場では，国民の生活に密着して浮きあ

がらない創造的な工夫と，ねばり強い活動とが必要とさ

れている。」

　　　　（2）　「世俗的生溝の享受」ということが，後述

するヒューマニズムの立場からも目ざされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・198）
　　　　（3）プログマティズム：　「19世紀後半からア

メリカにおこった哲学的潮流の名称。……主要傾向は，

ダーウインの進化諭に触発され，アメリカの科学および

工業技術の発展，アングロ。サクソン的経験論などに影

響され，さらにアメリカの伝統的民主主義を，国内の地

理的フロンティアがなくなった時代に，個人の自由と行

動の科学的合理性によって保障する生活設計の論理を確

立するにあった。教育の面ではデューイの実験主義，生

活経験主義，およぴ生物学的適応主義は，アメリカの教育

改革運動の思想的支柱となった。デューイは，教育をも

って国民大衆の知的成長過程とみ，それは従来の既成の

知識の注入によるのではなく，子どもの内在する生命的

衝動を誘導して，反省的思考の能力を発達させることを

通じて，現実の市民的・職業的。目常生溝全体で当面す

る間題を，自主的・知的・協力的に解決する能力を高め

ることを目ざすものとする。したがって教育は，子ども

たちの自主的な経験の再編成の過程にほかならない。生

活から遊離した学間体系を子どもに注入したり，あるい

は白主的な思考遇程を無視した職業技術を訓練すること

は，ともに国民生活を分裂させ，民主主義社会を堕落さ

せる恐れがあると考える。」
　　　　　　　　　　　　　　（2・134）
　　　　（4）進歩主義教育：　r…その主張は，（1）子ど

もを単に未来の成人の準備期にあるものとだけ考えない

で，独立の人格として尊重する。したがって，子どもの

興味（intereSt）を尊重し，自立的な生活即学習を行う

ように力づけることに主たる目標をおく。　（2）子どもや

青年は，じっさいの生活を通じて生きることを学ぴ，思

考や感情や行動の相互に関係し含う複含の全体を発達さ

せる学習を行うものと考える。　（3）したがって学校は，

生活について学ぶというよりも，よい生活を送るべき場

所と考えられる。よい学校は望ましい人問関係，思考，

行動の行われる場所である。　（4）生徒は学校で社会生活

を改善する義務をもつことを相互に貢献し合う行動を通

して学び，展主的遺産の継承者となっていく。　（5）生活

体　　系

から遊離した伝統的教科の形式的な学習を越えて，広い

目標を達成するように，生活の中でまた生活のために知

識や技術を使いつつ身につける学習を行うべきである。」

　　　　（5）学習の方法の項でとりあげる生活教育も，

また，国民生活のよりよい形成が教育の上でも重要であ

ることを認識してのものといえよう。

　　　　（6）生活と文化

　つぎの「文化」について述べられているものからもわ

かるように，文化は生活の理想や内容や方法などに広

く，深いかかわりをもっている。したがって，これから

引用する事項の申で，「文化」について述べられている

ことは，その殆んどが生活にかかわりをもつことと考え

てよいであろう。
　　　　　　　　　　（7・1906）
　　　　（a）文化：　「物的には白然状態からの脱却，

生活水準の向上，心的には生活理想実現のための精神的

陶冶1練成。洗練などの意味を常に含む。」（b）文化：
（8・522）

「…文化は，現在文化人類学その他学間上の用語として

この言葉が使われる場合，それは狭義の文明をも含ん

た，広く人問生活のすべての内容を意味している。こう

した定義ははじめドイツでおこなわれたが，イギリスの

「人類学の父」タイラーがその著『原始文化』　（1871）

の冒頭で「文化あるいは文明とは，その広い民族誌的な

意味においては，知識，信仰，芸術，道徳，法律，慣習

その他，人闇が社会の成員として獲得したさまざまな能

力と習慣とを含む，あの複合的全体のことである」とい

う定義をかかげて以来，しだいに一般に受けいれられる

に至った。この定義にもあるように，文化とは社会生活

をいとなむ人間に特有の在り方にかかわるものであっ

て，無機的物質界や生物界に支えられながらも，それら

とは区別される一つの世界を成している。質量ともに比

類ない学習能力なしには，文化はありえない。しかし，

この文化の形成力は，単なる個人的なものではない。ち

ょうど，個人が言語を話すといっても，その言語は超個

人的性質のものであるのと同様である。この意味で，文

化の主体は社会である。個人の学習能力も社会によって

陶冶され維持される。もとより文化の変容，発展に課さ

れる個人の役割を否定することはできない。しかし個人

的活動を促し，それを支えるものも，個人の深層に横た

わる同じ杜会の次元にほかならない。さまざまな社会の

さまざまな文化は，それぞれ固有の構造を備えているの

であって，文化の表層の変容は必ずその構造の変化に対

応している。」

　　　b．幸福

　幸福を学習または教育の目的としてとりあげている事

項につぎのようなものがある。
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　　　　　　　　　　　　　　（2・193）
　　　　（1）ヒューマニズム：　「人間を人間としてそ

の価値を尊重する思想的立場を総称する。ルネッサンス

の人文主義は，……人間感情の調和的解放，合理的思考

の伸長，世俗的生活の享受，個人の自主的創造性の尊重

を目ざした。……教育を人間および国民自身の幸福と成

長とのためのものと考えたルソーを通じて，フランス革

命後の教育思想は，国民の形成を目ざすとともに，個人

の道徳的・知的・美的・身体的な全面的発達をはかろう

とし，教育が基本的人権の一部であるという思想に道を

開いた。」

　　　　　　　　　　　　　　（2・59）
　　　　（2）教育の自由：　「……教師は児童。生徒の

学習の自由と親たちの希望，国民の幸福という条件のも

とに，白分の科学的真理にもとづく確信をどのように貫

くかという問題がある。児童・生徒の発達の程度に対す

る配慮はいうまでもないが，かれらが自由な意識で受け

とめられる雰囲気や条件をつくりつつ，自已の確信と良

心とを支えていくことが望まれる。」
　　　　　　　　　　　　　（10）
　　　　（3）教育基本法：　「われらは，さきに，日本

国憲法を確定し，民主的で文化的な国家を建設して，世

界の平和と人類の福祉に貢献しようとする決意を示し

た。この理想の実現は，根本において教育の力にまつべ

きものである。われらは，個人の尊厳を重んじて，真理

と平和を希求する人問の育成を期するとともに，普遍的

にして個性の豊かな文化の創造をめざす教育を普及徹底

しなければならない。」
　　　　　　　　　　（3・74）
　　　　（4）幸福：　「精神的適応状態の意識的側面で

ある。」

　　　C．自他ともに

　「自他ともに」の関係について述べられている事項に

つぎのようなものがある。
　　　　　　　　　　　　　　（2・212）
　　　　（1）民主主義と教育　　「民主主義は，もとは

政治形態の一つをあらわすギリソヤ以来の用語demo－

kratiaに発しており，民衆が権力を所有し，かつこれ

を行使していく政治形態をいう。しかし，民主主義は同

時に，民衆の権カの完成をめざす理念。価値であって，

今日でもすべての人ぴとの韓厳を保障する人類共同体の

創出をめざす未完の理想とされており，その達成に対す

る教育の役割は，ますます重要視されるようになってい

る。教育が民主主義の理想実現のための不可欠な一環と

して自覚されるようになる萌芽は，すでに近代のはじめ

からあり，近代科学の発達を通じて，人間が自然や社会

の認識・統制の主体として，自らを解放する方法の白覚

にようやく達したことと深い関係がある。すなわち，科

学的稟理を学ぶことが自らの人間としての内面からの権

威を獲得することであり，そのことを通じて政治上の平

等もまた実質的に達成されるとする考えは，フランス革

命期を通じて，民主共和制のもとでの公教育制度の諸構

想を生み出すまでになった。……デューイはそうした民

主主義を持続し，発展させる担い手としての子どもの発

達を保障する教育理論を展開し，広く世界の教育界に大

きな影響をもたらした。一・・今日ではいっそう積極的

に，すでに胎児として人間の生命が発達をはじめる当初

から，政治的1経済的な条件を含めて，充実した文化的

・教育的環境による人聞生命の成長発達が平等な保障を

受けるべきであるというところから，民主主義の理想は

さらに一歩進められるべきだと考えられるようになって

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　（5・117）
　　　　（2）道徳教育の目標　　「道徳教育の目標は，

教育基本法及ぴ学校教育法に定められた教育の根本精神

に基づく。すなわち，道徳教育は，人問尊童の精神を家

庭，学校，その他杜会における具体的な生活の中に生か

し，個性豊かな文化の創造と民主的な社会及び国家の発

展に努め，進んで平和的な国際社会に貢献できる日本人

を育成するため，その基盤としての道徳性を養うことを

目標とする。」

　　2．個人と環境と適応（環境順応と環境改善）しな

がら

　このことについて述べられた事項につぎのようなもの

がある。

　　　a　個人と環境

　「個人と環境の関係について述べられている事項につ

ぎのようなものがある。
　　　　　　　　　（2・93）
　　　　（1）個性：　「個人を他から区別する独白な特

性である。しかし，異常な性質や行動の徴表ではなく，

人間的普遍的な価値の独自な実現の仕方の特性をいう。

　…子どもが知識の学習，感情の陶冶，意志の訓練を通

じて自ら個性を発達させるのである。個性はまた社会的

条件と関係があり，各時代に典型的な個性が存在し，近

代杜会には典形的な近代的個性が成立する。
　　　　　　　　　（2・171）
　　　　（2）適性：　「純粋な学術用語としてよりも，

職業。進学・教科などの個人の知能・能力1性格などに

応じて適切に選択しようとするばあいに用いられる。…

・憶欲。関心・興味などの積極面をふくめる必要があ

る。しかもこれらの素質的要因と経験的要因との交互作

用の産物であるから，固定的に考えるのは，教育では誤

りである。」

　　　　（3）学習の内容の項でとりあげる「環境」にお

いても，「個人と環境との相互関係」が述べられてい

る。
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　　　b．適応しながら
　　　　　　　　　　（2・17ユ）
　　　　（1）適応　　「生活体の環境に対する活動と，

環境の生活体に対する活動との均衡状態，つまり同化

（assm11at1on）と調節（accomodat1on）との均衡状

態を適応とよび（J．ピアジェ），あらゆる生物はそれに

よって生存を続けている。ただし，このような適応状態

を維持するための外的環境からの刺激に対する反応行動

は，系統発生のうえでも，個体発生のうえでも，単純な

ものから複雑なものへ，短絡的なものから複雑な回りみ

ちが可能であるようなものへと進化し，発達する傾向が

みられる。・…・・人間は自らの身体構造を変えることなし

に，逆に環境に働きかけて，これを変えることによって

適応する能力をもっている。このことから，人間の適応

行動については，単に適応（Anpassung）とはよばない

で，獲得的適応（Ane1gnung）ないし創造的適応とよぶ

学者もいる（A．H．レオンチェフ）。・このように考える

と，人聞の適応は，環境刺激に対する活発でかつ複雑な

反応形式の選択を通じて，自分自身と同時に環境自身を

も変えていく能力に依存しており，教育の課題はそのよ

うな能力をどのようにして形成していくかにある。」

　　3．諸能力を身につげること

　　　a．諸能力
　　　　　　　　　　（2・188）
　　　　（1）能力：　「能力というある実体的なエネル

ギーが存在するわけではないが。人間が心と身体で，特

定の何事かを白分で思うように遂行できる力，そしてそ

のことで社会がそのねうちを認める結果が生みだされ

る，身にそなわっている力を能力という、……多種多様

なことのできる人間の杜会を皇文化のすすんだ社会とい

う。　　能力には生産技術にかんする能力，人聞の諸関

係を統制・調整・変革する能カ，科学的能カとよばれる

自然と社会についての認識力，世界の状況に感応しこれ

を表現する能力などがあり，さらにこれらの基本に言語

能力。運動能力がある。しかし能力の多様さ，深さ，そ

の相互関係は，歴史のなかでつくられてきたものであ

り，それはさらに豊かに発展させていかなければならな

い。……生れつきなのは，能力の発達の条件となる解剖

学的。生理学的特性であり，個々の能力は学習と訓練に

より発達する。
　　　　　　　　　（2・162）
　　　　（2）知能：　「知能とはどんな働きかというこ

とになると，まだ学者たちの説は一致しにくい。「一定

の環境に適応するために学習する能力」，「新しい環境

に順応する能力」，「新しい聞題と生溝の条件とに対す

る心的順応の性質」などと定義されている。……知能は

人間の生得的能力に関係があるが，その内容的発達に経

験や学習が重要な関係をもつ。知能は，異った環境に対

して本能的・反射的方法によるものではなく，環境から

の外的刺激に対して，考えうるいくつかの反応のあり方

を自ら選択していくための複雑な切りかえ作業を行う高

度な心的能力であり，知的学習はこの能力を高めること

を重要な目的として行われる。」

　　4．人聞形成をはかること，あるいは，たすげるこ
と。

　　　a．人間形成

　学習あるいは教育の目的が，「人間形成をはかるこ

と，あるいは，たすけること。」とする把握のしかたは

従来なされてきていることであるが，これに関係して述

べられているものにつぎのような事項があげられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（6・34）
　　　　（1）人聞形成の基本要因　　「人間が人間とし

て発達し，形成されていくことを考える場合，一方にお

いて人間として，また個人として，成長し発達しうる遺

伝的要因が想定されるとともに，他方において，その成

長を促進あるいは抑制していくところの環境的要因が想

定され，そして，この両要因が相互に働き合い，規定し

合うということが考えられる。この場合，遺伝と環境と

の両要因のうちのいずれがより決定的な規定者である

か。ということに関し，遺伝説と環境説との論争が行わ

れたが，シュテルン（Stem．W．）のいわゆる悔嬢

説、（KonYergenztheor1e）が出るにおよんで，いちお

うこの論争に終止符が打たれた。」
　　　　　　　　　　　　（2・75）
　　　　（2）近代教育：　「自然や社会への即物的な，

科学的な認識が人間形成全般のうえで尊重されるように

なり，子どもの人問的普遍性にしだいに注意がはらわ

れ，教育にたいする子どもの権利が教育的価値の中心的

な地位をしめてくる。一・・第2次大戦後の教育改革は，

全体として日本の教育に欠けていた民主的性格を伸ぱす

ことにその意義があったのである。なお近代教育の特

徴，とくに民主的教育の原理とされているものが，第2

次大戦後にかならずしも資本主義的発展の道をたどって

いない独立した諸国家において，どのように展開されつ

つあるかは重要な研究問題である。」
　　　　　　　　　　（2・73）
　　　　（3）教養：　「客観的に存在する文化の個人の

うちに内面化したものを教養ということができる（シュ

ライエルマッヘル）。したがって教養の内容は個人が存

在する杜会の文化，すなわち一定の時代の杜会によって

ことなる。……教養は主として知識や理解に関する、つ

まり，調和的，全体的な人間の形成の内容となる典型的

知識や理解といえよう。」

　　5．人閻の成長・発達をはカ嶋こと，あるいは，た

すげること。

　学習あるいは教育の目的が，「人間の成長・発華をは
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かること，あるいは，たすけること。」とする把握のし

かたは従来なされてきていることであるが，これに関係

して述べられているものにつぎのような事項があげられ

る。

　　　a．成長
　　　　　　　　　　　（2・144）
　　　　（1）成長　　「成長の仕方はヨ種の遺伝素質に

よって規定さ・れるが，同時に環境（胎内をふくむ）との

柏互規定によって異なり，人間のばあいには，出生後の

社会的環境との相互規定が成長にとっての重要な要件と

なる……gしかしふつう，教育は成長の段階を考慮しな

くてはならないにしても，意図的な教育による知的・道

徳的曲美的・身体的な変化の遇程は，発達ということば

で表現される。それは，一定の目標にしたがって達成さ

れる成果をいいあらわすものであり，価値的な観点にた

って使用される概念だからである。」

　　　b．発達
　　　　　　　　　　　（3’193之
　　　　（1）発達：　「生物が進化してゆく場合も発達

であるが，心理学では，個体がコドモからオトナになっ

てゆく心身の変化と，杜会が未開杜会から文明杜会へ移

ってゆく社会的および精神的変化を‘環境に，よりよく

適応した状態になってゆく’という立場，つまり価値的

な立場からみるとき，これを発達という、」
　　　　　　　　　　　　　　（2・189）
　　　　（2）発達と教育：　「歴史的・杜会的文化の選

択的な獲得による知的，道徳的，美的，身体的な変化の

過程を発達という。それに先立って，人間のばあいに

も、ほかの幼生物にみられるような遺伝的素質に規定づ

けられた成熟遇程が存在し，この過程を発達と区別して

成長と呼ぶことがある。しかし，人間の子どもは他の高

等哺乳動物にくらべて格別の未熟な状態で生れ，しかも

既に母胎中にあるときから，間接に社会的文化的影響を

受け，出生後は直接にその影響のもとで育つのであるか

ら，成長・成熟という白然的過程を基底にもちながら

も，発達との実際上の区別は，どの段階にあってもむず

かしい。子どもの発達において主要な過程は，歴史的に

人類によって蓄積された文化遺産の習得の過程であっ

て，人間以外の動物では存在しない過程といえよう。こ

の過程は，子どもがさまざまの可能性の中から，言語や

習憤を含む文化を，おとなの意図的な協力によって，選

びながら獲得していく過程であるから，白然遇程のよう

な比較的固定した発達段階を考えることはむずかしい。

しかし，たとえばピアソェが観察した精神発達の段階，

（1）感覚運動的段階，（2）知覚的段階，（3）概念的思考の段

階，のような大まかな区分は可能であり、子どもに対す

る働きかけにあたってめやすを与える。こうした大きな

段階から段階への移行，さらにもっと細密な発達過程の

展開にあたっては，反復練習などに伴う熟達のように，

蚤的な発達を伴うだけでなく，総じて人間の精神発達に

は質的な発達すなわち飛躍が伴う。したがって，この質

的な飛躍の前に必然にひきおこされる停滞，混沌，矛

盾，葛藤の段階がある。この内面的なゆきどまり状態に

対して，適切な文化を用意して，子どもの混迷からの脱

出を助けることが人間の教育の重要な特質となる。」
　　　　　　　　　　　　　（2・61）
　　　　（3）教育評価：　「その中心はあくまでも子ど

もの成長発達の実態を，できるだけ具体的かつ正確にと

らえることで，……子どもの成長発達の状態が当面の教

育目的とならんで評価の基準となる。」

　このように教育評価においても，「子どもの成長発

達」が，その評価の基準とされている。

　以上を，総括して考察すると，筆者のように、学習あ

るいは教育の全人的な目的を「白他ともに幸福な生活が

できること」とする場合に，「そのような生活は，個人

と環境との適応によって達成されるものであり，そのよ

うな生活や適応の能力1条件は個人（主体）にとって

は，人間形成あるいは人間の成長。発達としてそなわる

べきものである」という関係　　簡潔にいえば，「生活

3」と「適応」と「人間形成あるいは成長。発達」の3

者と，そして「学習」との有機的な関係　　が重要にな

ってくる。また，そのような適応は，一人びとりの子ど

もやその環境の特質の差異によって，それぞれ，よりよ

い実現の仕方があるものといえよう。そして，人間の生

活には，文化とのかかわりが深いといえよう。これらの

ことは，学習あるいは教育の場合にも，とくに考慮すべ

きことと考えられる。

　B．学習の内容

　学習の目的の項の総括的な考察として述べたところの

うち，「個人と環境との適応」の観点を主なよりどころ

として，学習の内容に関係する事項を，引用文献の中か

らとりあげてみたい。

　そして，それらは，一応，「個人関係」，「環境関係」，

「個人と環境との適応関係」の3つの範ちゅうに分ける

が，それらのいずれもに「適応」の観点が含まれている。

　また，この学習内容の項においてとりあげる事項に

は，学習の目的や方法の面をも含むものが多い。

　　1．個人関係
　　　　　　　　　　（2・209）
　　　a．本能：　「ふつう，後天的に経験や学習によ

って獲得した環境に適応する行動様式にたいし，生れな

がらの適応の能力および傾向をいう。それは種によって

共通であり，その動物の自己保存ないし種族保存の目的

によくかなったひとつながりの行動連鎖からなってい
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る。……排泄，摂食，生殖などあらゆる生物のもつ基本

的な欲求，傾向性のようなものも，人間のばあいには，

人間自身がつくった多くの社会的枠組や個人の選択的意

志のような後天的なもののコントロールを受ける。

　つまり人間は，常に外的刺激に対して，慎重に反応行

動の選択を迫られる状態におかれていることになる。教

育は，人間に固有な選択能力をさまざまの局面で発揮で

きるように，子どもたちに学習を要求し，動物の種とし

ての人間が潜在的にもっている本能的傾向性をコノトロ

ールして，環境への創造的な適応を実現することを助け

るよなう役割を負っている。……学校教育では，一見，

本能的衝動とみえるものも，入学前の社会的文化的環境

によって形成されたものであること，また子どもの欲求

と支配的な社会的文化的行動様式とのあいだには対立，

矛盾の関係が成立しているばあいもあることを洞察し

て，子どもの指導にあたる必要がある。」
　　　　　　　　　　　　　　（2・101）
　　　　b．自己中心性：　「心理学者ピアゼによって

唱えられた。幼児期に特徴的な心理・思考様式である。

精神発達の出発点に立つ幼児にとって自分と外界との間

の分化はまだ存在しない。　　この原初的な未分化の状

態にあっては，知覚されるものすべては，自分白身の活

動に中心化されている。ところが，主観的活動ないし円

的活動に応じて自分というものがつくり上げられていく

につれて，外部の世界が客観化されることになる。」
　　　　　　　　　　　　　　（2・42）
　　　　C　感情の教育　　「主体と環境との相互交渉

の過程としての人間の行動には，必ず認識的側面，行為

の構造化の側面と不可分に，感情的側面，つまり行為の

価値化ともいえる側面を伴う（ピアジェ）。この後の側

面は，行為の内的エネルギーを統制する興味・努力・安

定などの感情が働き，さらに行為を目標づける価値，探

求的な要求水準の感情を伴う。……人間を発達的にとら

え，人問性の開花をめざす教育の観点からは，この両側

面の統一的な把握がどうしても必要である。事実，子ど

もの知覚，感覚運動，思考の発達と，情動ないし感情の

発達とは，不可分な関連のもとで進行するのであり，高

度な知的推理活動も動機，欲求，興味，意欲や傾向性の

感情に支えられる。……子どもたちに対して奔放な遊び

と，それにふさわしい白然的・社会的環境をとりもどす

こと，集団の中で身体全体，とりわけ手を十分に活動さ

せる創造的表現活動の機会を意図的に保障する必要があ

る。そうした配慮は，真理の認識や普遍的価値への共感

を通じて，人と人とを個性的に結びつける感情の基礎と

なるであろう、」
　　　　　　　　　　　（2・161）
　　　　d．知識：　「知識の習得においてことぱは大

切な役割を持つが，知識は事物の連馴二適合する観念の
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体系であるという本性上，子どもの知識の習得過程に即

して白已の経験を再組織するという経験の発達を目ざさ

なければならない。ここに知識の学習指導の重要な問題

がある。」

　　　　　　　　　　（2・100）
　　　e　思考　　「思考は，人間が環境との相互交渉

を通じて生存をとげていくための適応行動の一環であっ

て，行動そのものというよりそれの内面化されたものと

いえるし，また外に向って展開される，ないしされない

ままにとどまる行為の，神経系内での選択過程というこ

とができる。思考は，概念，判断，推理などの基本的形

式に従って，生溝主体と環境との間の関係に構造（ピア

ゼ）をあたえる。……種々の事物や現象の合法則的な関

連およぴ関係の認識を通じて，新しい状況への再適応の

ための反応の選択を探求する精神機能である。子どもた

ちは，このような高次な適応である思考を，組織的計画

的な教育を通じて獲得するのであるが，思考力は，一度

おぼえておけばよい公式のようなものではなく，不断の

形成過程にあるもので，こうした生きた思考カを保持す

るには，系統的な文化財の学習とともに，絶えず油断な

く反応の結果を観察する態度，内面に芽生える疑間や探

求意欲，再適応への勇気を必要とする。」
　　　　　　　　　　　（2・110）
　　　f　自発活動　　「自已活動などともいわれる。

強制によらずに，内面からの欲求によって開始する活動

をいう。合理主義は，感性的な衝動は他の外的な原因に

よってひきおこされるものであるから，それは自発的な

ものではなく，純粋に理性的な精神のはたらきこそ自発

的であるとする。しかし，自然主義は，人間の自然活動

を，内的衝動から発するものと考える。おそらく真実

は，その両契機の適当な関係の中に発見されると思われ

る、……学習内容に対する興味が誘発されなけれぱなら

ない。しかし興味をもった活動のすべてが学習になるの

ではなく，それが学習の目的意識によって動機づけら

れ，その持続のための自已統制が行われなければ自発的

な学習活動とはいえない。したがって，自己統制や制御

が目的意識によって行われる場合に，その働きを理性と

よぶならば，自発活動の理性的な面は見のがすことはで

きない。」

　　　　　　　　　　　　（2山6）
　　　9．習慣：　「・…・・習憤の形成には，たんなる反

復ではなく，目的にかなった行動のできるような努力を

させる環境をととのえる必要がある。反復は機械的であ

ってはならず，新しい状況に当面して，思考によって問

題を解決する習慣の再構成ができるような努力を導くこ

とが必要である。」

　以上述べてきたものは，子どもの人間形成あるいは成

長・発達の観点からも，重要であるといえよう。
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　　2　環境関係
　　　　　　　　　　（2・40）
　　　a　環境　　「環境という概念は，生物的個体と

の相互関係で成立し，より高次の生物になるほど環境の

概念は豊富で複雑になる。人間にとっては，空気や温度

や食物だけでなく、家族集団や言語や経済的制度や文化

的形成物，新聞，テレビなどを通して知る国際社会の出

来事もまた，その行動を変容する環境である。常識的に

人間の生物的生存に不可欠な環境を一応自然環境とよ

び，歴史的，杜会的存在としての人間の個人の行動を変

容する外的要因を社会環境（精神的要因をも含む）とよ

ぷが，人間においては白然環境も歴史的，杜会的規定を

通して働きかける。……個人の行動の変容によって社会

を更新するという教育観は，その個人の行動が環境によ

って形成されるという矛眉に当面する。この矛盾をどう

克服するかが，教育の最大の問題であろう。」
　　　　　　　　　　　　　　（4・627）
　　　b．認知の構造：　「行動は，生活体によって認

知された環境の状況に規定されて展開するとする認知説

において強調された媒介概念であり，その認知環境の構

造を認知構造と呼ぶ。」
　　　　　　　　　　　　　　　（9・236）
　　　C　社会科学の対象　　「社会生活は，生活の主

体とそれをつつむ社会環境との交互作用だといってもよ

い。この側面からも，個別的な社会科学の対象は規定さ

れる。」

　　　　　　　　　　　（2・93）
　　　d　国民文化　　「文化は一定の社会集団が創造

し，伝承するものであるが，国民社会の形成される過程

で，とくに言語の同一性を中心に，国民杜会に共通で，

その杜会を特色づける文化的傾向が成立する。その全体

を国民文化とよぶ。……国民教育は，国際的視野に立ち

ながら国民文化の正当な発展をざ目して，教育内容を組

織するときに健全な方向をたどるといえよう。」
　　　　　　　　　　　　　　（2・200）
　　　e．文化遺産と教育：　「教育の過程は一つのコ

ミュニケーションの過程であって，一般に先行世代と若

い世代との間に行われるものである。そこで伝達（tranS－

mit）されるものには，科学。技術・慣習・規範などが

あるが，その伝達の内容をなすものを文化適産とよんで

いる。伝達は学校だけで行われるものではなく，子ども

は生れたときから，一定の民族，地域または家庭におい

て，その成員との生活の中で，その社会の文化遺産にとる

まかれ，それに同化することによって成長する。学校へ

はいる前に，ことぱに同化し，ある程度の規範意識をも

ち，目常的慣習を身につけている。学校は一定の目的に

向って，子どもの全面的発達を組織的にはかるものであ

るが，その際に，民族および人類の文化遺産を組織的に

教育内容として，選択し配列する。学校の教育内容は，

学校の種類・程度に応じて，社会の文化遺産の部分を含
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むが，それと同時に，子どもの経験の過程や種々の活動

をも組織的に含んでいる。しかし文化遺産は，そこで子

どもの成長の糧として，経験を豊かにし，それに方向を

与え，それを整理するために摂取されなければならな

い。このように文化遺産を一定の教育的目標に即して志

向的に組織し整理したものを教材と呼んでいる。教育は

このように先行世代が蓄積してきた文化遺産を，若い世

代の成長発達の中に結晶させていく働きかけであるが，

そのことによってそれが同時に，社会にとっては，若い

世代による新しい文化創造の工不ルギーを用局する営み

であるといえよう。」
　　　　　　　　　（2・160）
　　　f　知育　　「知的な能力を育てる教育の面をい

う。徳育，体育とならんで用いられる慣習がある。しか

し，美育や意志の教育に対して用いられることがある。

教育内容の面からいえば，知識による教育であって、現

代では科学的知識をさし，知的能力以外の能力の形成に

も一定の役割を期待できる。」
　　　　　　　　　　　　（2・142）
　　　9　生産教育　　「生産教育は，専門的な職業教

育や技術教育などのことばより広い意味をもっている。

とくに物質的生産の労働過樹こおげる諸契機がもつ教育

的価値に注目し，これを教育活動の原理や教育内容の主

要な観点として重視しようとする教育観であるといえよ

う。……生産的勤労人民の生活に根をおろし，その生活

の主体性を養いつつ，生産的な思考や態度や科挙・技術

の基礎を身につけさせる童要性は，今日もなお生きてい

る。」

　　　　　　　　　　　　（2・44）
　　　h．技術教育：　r生産のための技術そのものと

技術研究のための技術挙との基礎を習得するための教育

である。……近代技術が自覚的に成立する背後には，近

代工場生産様式の発展とこれに呼応する技術学の発達が

ある。……初等教育でも科学。技術の一般的基礎の教授

が必要となった。そこには，産業の要求だけでなく，知

的・技術的側面の形成を重視する近代教育思想が反映し

ている。……技術教育は，系統的な自然科学の学習を土

台とし，多様な職業の基礎として役だち，選択した職業

にはやく熟達できるような　般的生産技術教育としての

性格が必要となっている。」
　　　　　　　　　　　（2・192）
　　　i．美術教育：　「描線・彩色，構成などの手段

で造形活動を行うことによって人間形成をめざす教育で

ある。」

　　　　　　　　　　　（2・81）
　　　j．芸術教育：　「芸術教育にはほぼ3つの目標

が考えられる。（1）感性的。身体的な印象や感動を通して

人格の感情的側面を豊かにし，人間的に高めていく。ヒ

ューマニズムを感情化し，感動的な印象を通して，これを

定着させる。（2）知的学習と関連をもちながら，自然や社
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会や人聞についての認識を感性的に具象化し子どもに定

着させる。……（3）創作，演出の技術，鑑賞の能力を高め

ることによって個人的な経験を豊富にし，社会集団への

奉仕の能力を高あることができ，これは市民教育にとっ

て重要な意味をもつ。」
　　　　　　　　　　（2・68）
　　　k．教材：　「教育目的達成の必要に応じ，子ど

もや青年に習得させるために選択された文化的素材をい

う。子どもは学習をつうじて社会の文化を選択的に獲得

しながら自己を人間として成長させる。・・…一ユメニウ

スのいう「すべての人にすべてのことを教える普遍妥当

の技術」には，たんに教授技術の改善だけでなく，白然

科学など組織だてられた文化諸領域の教材化への関心が

こめられていた。ここには，人類の膨犬な文化遺産を基

本的有用健の観点から精選し，集中的に教授するという

方式を成立させる方向がしめされていた。しかし，多数

の子どもを一斉に教授する過程が子どもの成長や生活か

ら遊離し，形式化におちいる傾向があり，これに対し，

デューイは教師が子どもの能カと教材の相互作用に着目

するように注意し，教材は成長の週程を生き生きとさ

せ，また未来の生活と生きた関係をもつていなければな

らないとした。……生活教育や経験カリキュラムなどの

考え方では，子どもの生活や経験そのものから教材を選

択する。……教材の研究では，教科の基礎となる科学や

芸術などの文化内容とともに，子どもの生活意識や発達

との関係が重要な対象となり，この研究によって教師

は，学ぶもの自身が学習を通して教材を克服し成長して

いくよう指導する道をきりひらくことができる。」

　以上述べてきたものは，生活・文化の観点からも，重

要であるといえよう。

　　3　個人と環境との適応関係

　「教育」や「教師」などの事項は，教育の全般にかか

わるものであるけれども，「適応」に関係する内容が含

まれているので，とくに，ここでとりあげることとし

た。また，「個人主義」も個人に関係することでありな

がら，「適応」にかかわる観点が包まれているので，こ

こでとりあげることとした。
　　　　　　　　　　（2・46）
　　　a．教育：　「杜会は自らを維持し，発展させる

ために，今までの経験の蓄積，すなわち知識，技術，規

範，信条，慣習などをその成員に伝達し，その社会に適

応するように働きかける。逆に個人は，そのような杜会

の制度，慣習，規範，法律，知識，技術などの文化的諸

条件のもとに，自已を形成し，白已の基本的欲求をその

人間関係の中で実現するように成長する。このような全

体的な人間形成の杜会的な遇程を広い意味で教育とよぶ
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ことがある。」

　　　　　　　　　　（2・59）
　　　b．教師：　「教師は，ふつう一定の杜会の理想

あるいは規範の代表的権威者として，子どもや青年の人

格形成に意識的な影響をあたえる役割をもっている。そ

れはかれ個人の影響力ぱかりでなく，杜会の支配的理想

の力によるぺ…・・教師は次代の形成者として矛盾に当面

する。古い価値を代表する教師は新しく生れつつある価

値に矛盾し，新しい価値の告示者としての教師は，現実

の支配力に矛盾する。侵略戦争や軍国主義と平和，民主

主義の思想が現実の対立となり，賢本主義と社会主義の

信条・利害が括抗している現代において，教師の矛盾の

根は深い。」

　　　　　　　　　　　　（2・93）
　　　C．個人主義：　「教育では，個人の人格の価値

を実現することを目さし，個性の尊重を原則とするの

は，個人主義的な教育観に立つものであるが，公教育で

は，それと同時に，国民的社会の理想や価値が前提され

る。……個人と杜会の関係は，重要な問題として常に提

起されてくるようになる。個人の確立と集団的形成をど

のようにとらえるかが，国民教育の重要な問題の一つで

ある。」

　以上を，総括して考察すると，学習の目的に関しての

重要な事項として述べた「生活・文化」と「適応」と

「人間形成あるいは成長・発達」の3者と「学習」との

有機的関係が，学習の内容の面でも，それを選び出し，

構成する（ひいては，精選。構造化）重要なよりどころ

となると考えられる。

　C．学習の方法

　学習の方法の根幹は，その機能の由来から，緒論にお

いて述べたように，「進化的学習機能」，「文化的学習

機能」，「発達的段階および態度」などに基盤をおくも

のと考えることができようが，これらは複合して機能す

るものであって，それによって学習の方法に関係する事

項を明確に分類することは難しいと思われる。そこで，

そのことも考慮にはおきながら，主として，意図的に行

われる学校，そこで行われる技術的な学習方法（目的，

内容，原理などと方法との関係でとらえる）などの観点

らか事項を配列することといたしたい。
　　　　　　　　　（2・21）
　　　a．学習：　「学習とは，一般に個々の経験の結

果として生ずる行動の再編成を意味し，先天的ないし本

能的行動の固定したパターンを変更ないし統制するよう

な行動結果の成立をいう。……学習は，一・・後天的に発

達した外界への適応機能の一つであって，　　言語を媒

介とする人間の複雑な学習行動は，そのもっとも進化し

た形態にほかならない。……学習は，生物体の中枢神経
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におけるメッセージの方向の変化，直接の感覚刺激のイ

ンプットに支配されないで，脳神経細胞の連接部分（シ

ナプス）で行われると考えられている興奮の切替え能力

の発達・形成をいい，遺伝と生理的成熱過程によって用

意された神経路相互を新たな回路によって結合し，行動

の再編成が実現されることを意味する。生物が進化する

につれて，外界刺激に対するこの切替え装置ないし媒介

過程が複雑となり，人間において成立する知識を媒介と

する学習では，それによってただちに反応行動に変化が

おこるとはかぎらないが，その学習の結果は記憶の中に

蓄積され，多くの時間が経過した後であっても，その存

在が，広範囲な刺激作用に対する反応の仕方のゆたかな

選択を可能にする。・…・・人間の学習の特質ないし到達点

は，事物ないし事物関係を，シンボルとイメージに移し

て記億としてたくわえ，それらを用いて適切に外界に対

して反応する必要がおこる時まで，反応行動を延期ない

し遅延させる能力の発達，つまり本能的・衝動的行動を

統制して，思考し，想像する能力（行動の内面化の能

力）の発達という点にある。それは時間的にも，空問的

にも広範囲な外的刺激に対する幅の広い反応選択の能力

の発達であって，・一・創造的適応機能の発達ということ

ができる。子どもが発達して人間となるために欠くこと

のできない過程は，おとなの綿密な協力のもとで，シン

ボルやイメージの助けをかりて，社会的歴史的に長く蓄

積された知識・技術・経験の習得，あるいはそれらを積

極的にわがものとする（an　eigen）遇程であり，人間

に固有ともいうべきこの創造的適応機能の強化が，教育

を通じて促進される。……学校教師の主要な任務は，文

化の組織的・計画的な賦与によって，この機能の強化を

すすめることにある。外的刺激に対して，できるだけ迅

速に，かつ正確に反応する機能の訓練も，人間にとって

必要な学習活動にはちがいないが，人間の特質としての

上述の創造的適応機能を強化していく学習活動の一部，

ないしそれに従属するものとして考えることが適当であ

ろう。一・・人間に固有な学習活動では，終局的には，学

習する人間自身の探求欲の満足が基本であって，人間を

対象とし、手段とみる啓蒙や教化はしばしばそれを抑圧

するような矛盾を伴う。」
　　　　　　　　　（2・30）
　　　b．学校：　r学校は，人類と民族が歴史的に蓄

積してきた文化を，直接の生活のための労働から解放さ

れた場で，成長中の世代に伝達する教育・教養のための

格別に組織された施設。……人類の社会生活の一定の発

展段階までは，教育のいとなみや役割は生活とくに労働

の杜会的な結びつきのなかで，日々の仕事をつうじてお
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こなわれていた。このなかで組織的に伝達されるべき共

通の文化財がたくわえられた。やがて，文化遺産の複雑

化，とくに文宇の発明は。一定期間’，組織的な教育をお

こなう学校形式を必要とし，またそれを可能にした。…

…学校は現代杜会では，教養の習得，職業と杜会的地位

の獲得という個人的要求と，技術・文化の向上という社

会的要求によって支えられている。」
　　　　　　　　　　　　（2・20）
　　　C．科学と教育：　「科学は，人問の認識を，意

識的に行動体系から分離して組織することに成功し，生

産の場からはなれたところで，認識体系としての文化を

わかちつたえることができるようになった。これが，近

代的な学校教育という文化の一つの伝達方式を生みだす

こととなった。……彼らは申世以来の古典中心，言語中

心の学校教育を批判し，実験実証による近代自然科学の

探求方法にもとづきながら，近代的な教育方法としての

直観教授の成立を促した。」
　　　　　　　　　　　　（2・22）
　　　d．挙習指導：　「学習指導の要点は，個々の子

どもの発達であるが，それを達成するために，共同学習

や個別学習の指導が研究されてきた。種々の学習指導の

形態は，目的，教材，子どもの現在の状況などによって

有機的に結合され，活用されなけれぱならない。とくに

学習を白由放任や上からの統制にまかせず，敵対的競争

を，友誼的競争や相互扶助や集団的規制に転ずるための

共同学習の重要性が次第に着目され，生活指導とあいま

って，その実践的研究が進められている。」
　　　　　　　　　（2・70）
　　　e．教授：　「教授は種々の文化的内容をもつ教

材を媒介にして一定の目標に向って子どもの成長をめざ

すのだから，そこに教授法や教授技術が必要になる。…

…教授法は，媒介となる文化的内容の種類や到達すべき

目標によって種々の類型に分れる。……とくに今日の教

授法ないし，教授学は，近代科学の成立とその教授を申

心に成立してきたものであって，生産現場から相対的に

独立した場で，文化財をわかちつたえる組織的な方法が

求められてきたことの所産である。……教捜法が，社会

の現実生活における問題処理の方法を反映していること

が注目される。……しかし，同時に、教授の方法は，目

ざすべき人間形成に即し，現実杜会の発展の方向に先ん

じて意識的に採用されなけれぱならない面がある。・…・・

教授技術は教師の教材そのものについての理解や，遇去

の経験の蓄積と自已の経験のほか，子どもの心理的・身

俸的な状況や社会的条件についての合理的な認識に媒介

されることによって高められる。」
　　　　　　　　　　　　（2・48）
　　　f．教育学：　「……また人間の成長。発達に関

する問題をあつかうのであるから。生物学④生理学や心
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理学の研究とはとくに密接な関係をもっている。・…・・教

青者が未成熟なものたちに意識的，目的志向的に働きか

ける組織的影響遇程を申核として，それにいろいろの側

面から接近し，そこに合法則性を発見し，それによっ

て，教育者の目的活動をいっそう有効にする合理的技術

の基礎を解明する仕事である。したがって研究者は，杜

会科学・心理学・生理学についての基礎理論の研究とと

もに，教育者の実践について，具体的諸条件との関係に

おいてその成果を評価し，その一般化を通して，教育現

象をつらぬく含法則性を明らかにしなくてはならない。

　このことからも，教育学は人間の発達と，その不可欠

な条件としての教育を全面的に対象とする総含的人間科

単ということができる。」
　　　　　　　　　　　　（2・52）
　　　9　教育原理　　「現実の教育活動の目的。内容

。方法などの基本的な原則や諸間題について理解を深め

る研究，およびそれを学生に学習させる科目を教育原理

とよんでいる。　　教育原理は，教育の社会的基底や心

理学的原則を重視する。　　さらに三実践の原則的指針

の方に力点をおいているといえよう。」
　　　　　　　　　　　　　　　（2・58）
　　　h．教育の可能性：　「一・・人間の新生児は，出

生後の社会と文化の中で，それとの相互作用を通じてお

もむろに種の特性を獲得する。その遇程は単なる適応で

はなくて，創造的・選択的な適応（Ane1gnmg）であ

る。……人間もまた他の動物と同じように遺伝形質の支

配を免れ得ないが，遺伝形質の顕在化だけでは，おそら

く生命の維持さえ困難であるぱかりでなく，そうした遺

伝形質の顕在化そのものも，人間のばあいには，社会的

文化的影響，広義・狭義の教育なしには不可能である、」
　　　　　　　　　　　　（2・71）
　　　i．教授段階：　「ヘルバルト派の教授5段階と

ふつうにいわれるもの：予備，指示，比較，総括，応

用，経験主義教育の流れの中でいわれる単元学習は，導

入，展開，総括，評価というような段階がとられてい

る。現実には，学級の子どもの状態や教材によって，機

械的に固定して考えられてはならない。」
　　　　　　　　　　　　　（2・54）
　　　j．教育心理学：　「広い意味の教育の科学の一

部であって，教育過程の心理的側面を研究対象とする独

白の研究分野をなしている。古くから教育という実践に

ついての反省的な考察は，常にこうした心理的側面から

の考察をふくんでいたのであり、社会的側面からの考察

とならんで，教育遇程を検討するばあいもっとも基礎的

な立脚点をなしてきた。……こうして教育心理学の研究

対象は発達，学習，評価およぴ測定，集団，精神衛生な

ど広範囲に及ぶようになった。最近では発生的認識論の

立場から，教材のもつ論理と子どもの認識の発達とを結
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ぴつげる教授理論の研究が，一つの有力な教育心理学の

中心問題となっており，ピアジェ，ワロンなどフランス

系の諸学派のほか，ヴイゴッキー，さらに人間の神経系

の発達をふまえたレオンチヱフなどソビエトにおける研

究も注目されるようになってきた、」
　　　　　　　　　　　　（2・175）
　　　k．動機づげ：　「ひろい意味では，行動のしか

たをきめる動力となるような内部の情意的な要因をさす

が，学習指導での動機づけとは，そのような心理的な動

力をふまえた上での，特定の事柄を学習しようとする意

欲をおこさせることをいう。したがって，（1）ふつう本能

などとよばれるような，生理的な欲求や社会的な欲求，

また（2）学習するにふさわしい心身の成熟や発達の状態，

（3）それまでの学習経験などが動機づけの基礎となる。…

・・子どもの中に生活と学習に対する希望，願い，興味な

ど，探究的な恩欲が常にはくくまれるような授業のあり

方，真理探究的な学級の零囲気などが最も重要である。」
　　　　　　　　　　（2・40）
　　　1．感覚：　「人間の身体内外からの刺激によっ

てひきおこされた受容器の興奮は，求心性神経によって

大脳の感覚中枢に到達し，感覚とよばれる自覚的な意識

経験が成立する。人間の発達にとって，適当な感覚ない

し感覚刺激は重要な役割をもつと考えられるようになっ

ている。……正常な環境から全く隔離され，自分自身に

よって加えるもの以外の痛みの経験が全然できないよう

な状態で飼育されたイヌは，有害刺激に対してもきわめ

て異常な無反応性を示した。このような事実から推定し

ても，複雑な学習活動を重ねなくては人間としての特性

すらも獲得できない人間の新生児にとっては，食物の供

給や適当な温度以外に、環境による感覚刺激がその発達

にとって，いっそう重要な役割を果すものと考えられ

る。」

　　　　　　　　　（2・161）
　　　m　知覚　　「感覚（SenSat1On）を媒介として

えられた事物や現象についての特性の組み合わせによっ

て形成される対象物の像をいうが、意味内容や価値判断

などの高度の知的作用をともなって獲得されたものにつ

いては，認知（COgn1t1On）とよんで区別する。幼児は

生まれたときある種の漠然とした感覚はもっているが，

それらの感覚を結びつけて，知覚として経験するために

は，複雑な学習を必要とする。幼児は，眼でみたときの

形と手でふれたときの感じとが結びつき，さらに，この

ようにして知覚された事物の形が，いつ，どこにおかれ

てもほぼ垣常であることを学び知るようになる。一・・正

常な成人の行動に欠くことのできない学習が成立するた

めには，ごく初期からの適当な感覚刺激とともに，多く

の知覚経験の蓄積がが必要である。したがって，単調で，
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ゆたかな知覚経験にめぐまれない環境条件のもとで育っ

た子どもの精神発達は，制限を受けるといわれている。」
　　　　　　　　　　　　（2・73）
　　　n．興味：　「……興味は生活に一つの方向を与

える動因となり，欲求とならんで，新しい知識や能カの

獲得へとかりたて，心的生活の内容を豊かにする重要な

刺激である。なにに興味を感ずるかは，その人の生活

歴，家族の生活様式，地域社会の文化型など社会的。文

化的な条件と知能，性格，気質など個人条件によってち

がってくる。なおその上，子どもの場合，心身の発達に

応じた特徴的な興味のむけ方をする。・・…・興味は学習な

どの条件となるぱかりでなく，学習の結果でもあり，より

探究的な興味の発達を促すことが教育において重要であ

る。……学習や活動を動機づけるために子どもの興味を

喚起することは重要だが，欲求不満の状態におかれた子

どもは、まわりの現象に対して無関心な態度をとり，興

味の範囲がせまく，関心のもち方がゆがめられる。この

ような子どもは創造性に乏しく，活動が貧困で一様であ

り，好奇心をもって新しい現象や教師の新しい説明に耳

をかたむけようとしない。このようなばあいには，興味

を起させる以前の問題が，生活指導などを通じて取り上

げられねばならない。」
　　　　　　　　　　　　　（2・227）
　　　O．レデイネス：　r学習に対する心身の用意性

なり準備性をレデイネスといい，子どもの知的・身体的

。人格的な発達と同時に，種々の学習経験や社会的な生

活経験の蓄積なども考慮される。……単に生活年令をも

ってレデイネスの有無をきめることはできず，感覚，反

応機制を含めた一人ひとりの子どもの身体の成熟も考慮

されねばならないが，なおこれだけでは不十分で，興

味，経験，抽象化の能力，ならびに語彙。語法を理解

し，活用していくことのできる技術なども考慮する必要

がある。このような子どもたちの目下の発達の到達点と

計画的な指導によって到達させる水準との幅を，ヴィゴ

ッキーは発達の最近接領域とよんでいる。この領域をい

かに設定するかが，教育活動の成否を決定する重要な意

味をもっている。
　　　　　　　　　（2・186）
　　　P．認識：　「感覚的知覚から，記憶・想像や思

考にいたるまでの意識の働きをいう。子どもの認識の発

達は，学習の過程で根本的に重要な位置をしめている。

感性的認識の段階から理性的認識の段階へすすむ過程

は，すでに幼児期にある程度までみられ，小学校から，

文字・記号の学習と結合して組織的にすすめられる。生

溝現実。行動の場にお一げる感覚的・具象的認識を，人類

と民族が歴史的に蓄積してきた知識と結合し，それによ

って生産的思考を発達させることが，認識の発達の指導
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遇程となり，教授とはこれをきす。認識の結果が知識で

あり，知識は正しい認識と，それにもとづく行動の方向

づけという観点から，意味をもつ。したがって，それに関

係づけられない知識は，客観的には正しくても，認識の

主体にとっては，かならずしも「生きた知識」にはなら

ない。知識の暗記が価値がないのは，そのためである。

しかし知識のなかにほ，それを道具のように使用して，

より高度の認識作用を営ませるものがある。……教育で

は，高度の理性的認識と現実的生産的思考とをどう統一

的に成長させるかが，根本的問題となる。　　言語と認

識の発達との関係，道徳性と認識の発達，形象的認識と

理性的法則的認識との関係（芸術教育と科学的認識），

集団的思考と個人的思考の発達との関係などについての

研究がすすんでいる。」
　　　　　　　　　（7・648）
　　　q．経験：　「人聞と外界との相互作用の過程を

人間の側から見ていう語」
　　　　　　　　　　　　（2・78）
　　　r．経験主義：　「……経験主義教育は，生活に

即し，子どもの経験を重んじ，問題解決の自主的・知的

能カの成長を目ざすという点に，言語主義，暗記主義，

さらに教条主義に対するすぐれた点をもっている。しか

し，経験主義教育の困難な点は，子どもの直接経験を重

んじて，間接経験とみなされる文化を常にこれに直接関

係させて学習させようとするところにある、経験そのも

のは大切であるが，個々の経験がいっそう真実で正しく

方向づけられたものになるためには，概念形成と法則認

識によらなければならない。そのような発展を，偶然と

みえる個々の直接経験のみに期待することはできない。

そこに子どもの経験の壊重と理性的認識への発展の指導

との間の教育的課題がある。」
　　　　　　　　　　　　（2・166）
　　　S．直観教授：　「感性的・具象的認識を媒介と

して，有効に正確に知識を学習する指導方法をさしてい

る。実物教授ともいわれる。・・・…感性的・具象的認識カ、

ら理性的・法則的認識へという原則は，子どもの教育に

おいては，あらゆる認識能力の形成，とりわけ，言語，

数，自然認識，さらに社会の科学的認識能力の形成にあ

たって，その教材の構成。選択に影響する。」
　　　　　　　　　（2・104）
　　　t．実験：　「人為的に設定した条件のもとで，

現象をおこさせ観察すること。……学校教育で実験する

生徒の思考や判断は，未熟さはあるとしても、科学者の

ばあいとおなじである必要がある。社会科学の教育で

は，人為的条件の設定は困難だが、歴史分析や，政策や

理論とその効果や実践との関係を分析する能力を育てる

という役割を負っている。」
　　　　　　　　　　　　　　（2・103）
　　　u．視聴覚教育：　「一・・それらの諸手段は，直接
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の生活経験と言語的抽象を経たその一般化との相互緊張

関係の間に計画的に介入して，感性的な認識を理性的な

ものに高め，また言語的抽象的シンボルや公式に感覚的

嚢づげをあたえることを助けるものとして行われるもの

である。認識が感覚に基礎をおくものであり，学習が事

物そのものをよくみることから始まって，しかるのちに

言葉に達するものだとするコメニウスの大教授学の原則

の申に。既に現代の高度に発達した視聴覚手段をもって

する教育活動の原則がふくまれている。」
　　　　　　　　　　　　（2・ユ38）
　　　Y．生活教育：　「多くの意味に用いられるが，

19世紀末から20世紀のはじめにかけての新教育運動で

は。子どもの興味や経験にもとづいた教育が行われなけ

ればならないということから，心理学的あるいは教育方

法上の問題として子どもの生活がとりあげられた、もっ

とも。このように教育の中でことさらに生活がとりあげ

られるようになってきた背景には，資本主義杜会機構の

成熟にともない，多くの人々が盲目的に機構に従属させ

られ，また一方，教育もその機構の一部として独立分化

し，生活から遊離してしまっているという自覚があっ

た。　　一人ひとりの国民の生活の国民自身によるより

よい形成への原動力を，教育運動の申に期待していると

いえる。」

　　　　　　　　　　　　　　（2・215）
　　　W　問題解決学習　　「間題法ともいう。この学

習方法では，子どもに間題を課して，それを解決してい

く目的的な挙習過程が主要な学習活動の在り方として考

えられている。できるだけ実生溝の場に近い間題設定を

行って，学習過程を組織していくことが，近代的な知

性，科学的態度を育てるために必要であるとする考え方

にたっており，知識内容の一方的な押しつけ，つめこみ

授業と対立して考えられてきた。一・・しかし，そのよう

な学習方法によっては，系統的な教育内容の習得が困難

で，基礎学力の低下をまねくという批判が強く，今日で

は，伝統的な教科を尊重しながら，その系列の中で，で

きるだけ目的探究的な学習活動を展開させる努力がむし

ろ重視されている傾向にある。けれども，知識内容の系

統的学習を各教科の中で目的的，意欲的に子どもにすす

めさせると同時に，こうした各教科での学習成果を結び

つけながら，ときとして一つの総合的間題に対して，子

どもたちに取り組ませていくような学習の必要も白覚さ

れはじめていることが注目される。」
　　　　　　　　　　　　（2・199）
　　　x．プロジェト：　「アメリカで1900年ごろか

ら，手工業や家事や農業の教育で用いられ，さらに生徒

が自分の活動を選択し，計画し，方向づけて行く機会を

もつ問題解決的な学習活動としてプロソェクトを考える

体　　系

煩向が強くなった。学習が現実生活に近くなり，現実生

活と同じような仕方で遂行されることが必要とされた。

このような試みはその後デューイの教目理論によって新

しい意義を与えられ，キルパトリックはプロジェクトを

規定して「社会的環境の申で行われる専心従事される目

的の明瞭な活動」とした。」
　　　　　　　　　　（2・43）
　　　y．記憶：　「以前に知覚し経験したことを定着

し再生する精神作用であり，人問の生活に重要な役割を

はたす。心にきざみこむ（記銘），それがある期間保た

れ（保持），再び意識にあらわれ（再生），いつどこでと

いう経験が思いだされる（再認）という4つの働きがふ

くまれる。したがって記銘がいかにおこなわれるかが記

憶の前提条件となり，記銘する材料の意味づけとその理

解の程度によって，記銘は機械的と論理的とにわけるこ

とができる。少年期までは前者が優勢だが，学習で重要

なのは後者である。これは記銘する材料にたいし積極的

な意欲をもつほど強いし，また興味が広範にわたり，十

分に内容が理解できれば，深く記銘される。社会生活で

欲求が抑圧されることが多いばあい，興味の対象は狭

く，多くの事象に無関心となり，強い記銘はかぎられた

ものとなる。記憶は，生得の能力であるとするより至記

憶方法の習得に依存するという考えが有力である。した

がって，その方法の習得をふくむ記憶力自体の訓練は必

要だが，それ以前に学習意欲を刺激することが必要であ

り，そのための生活指導や学級経営への努カが要求され

る。」

　以上，概観してわかるように，広義の学習の場には，

生活や生産の場（事項P，rにみられるように）と，意

図的に，文化をわかちつたえる教育の場としての学校

（b，c，e）とがあり，学習の機能には，その由来か

らして，進化的学習機能（a，1，：m），文化的学習機

能（a，P）ならびに発達的学習機能（f，i，j，

k，1，o，P）があり，学習の技術的な観点からすれ

ば，学習の目的，内容，原理に応じた学習方法（d，

e，　f，　9，　i，　j，　k，　1，m，　n，　P，　r，　t，

u，y）があり，経験の観点からすれば，直接経鹸によ

る学習（P，r，s，t，∀，w，x）と間接経験によ

る学習（k，r，t）とがあり，学習者の構成からいえ

ぱ，個別学習と共同学習（d）があること，さらには，

適応機能（創造的適応機能を含む）の学習方法（a，

d，h，q）などに関しての記述が，以上とりあげてき

た事項の申にもみられる。

　学習の方法においてもまた，学習の目的や内容の項に

おいて述べたところの「生活・文化」と「適応」と「人
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間形成あるいは成長・発達」の3者の相互と，そして

r学習」との有機的な関係を考慮することが重要である

といえよう。

nI．結　　　　　論

　学習の目的，内容，方法のそれぞれの考察において，

「生活・文化」と「適応」と「人問形成あるいは成長・

発逢」の3者の相互と，そして，「学習」との有機的な

関係が童要であることを指摘してきたが，これらの関係

から，さらに，学習の目的と内容と方法との3者の間に

おいても，有機的に関連づけられることが重要であると

いえよう。

　このように，筆者の学習の体系的把握についての普遍

性の基礎づけと，改善・発展に関しての資料を得る上

で，得るところが大きかったと思われるが，その結論的

なまとめは，さらに研究を進めた上で行いたい。
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